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REGW FQ Test 
ステップダウン多重比較法 

 

条件間の全ての組み合わせの対について、それらの条件間の平均値の差の検定をステップ

ダウン法により行う方法の１つに REGW FQ testがある。ステップごとに検定基準を調節

するので、一様な基準を用いるテューキー法より検出力が高い。 

 REGW FQ法の手順は以下の通りである。 

（１） p個の平均値に対して分散分析を行う。すなわち、次式 
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     （１） 

によりF 値を算出する。ここで、 jY⋅ および jn は条件 j（ pj ,,1 L= ）における

平均値とデータ数であり、 MSWGMSerror = は群内平均平方和である。 

F 値の大きさが有意に大きくないときは、平均値間に有意な差が認められない
として検定を終える。 

F 値の大きさが有意水準α に対応する値より大きいときは、平均値間に有意な
差が認められるとして（２）に進む。 

（２） pr ← とおき、 rステップの差 1YYp − の検定を 1−p ステップに対する基準

)(,1 αdfpQ − により行う。統計量は次式 
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である。 

（３） 1−← rr とおく。 

2<r ならば、検定終了である。 

2≥r ならば、（４）に進む。 

（４）検定の基準値 )(, rdfrQ α を算出する。ただし、 
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により、 rα の値をステップごとに調整する。 

 検定統計量は次式により算出する。 
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ここで、 121 −=− rjj である。 1jY⋅ および 2jY⋅ を間に含む平均値で差が有意でな

いものがなく、 )(, rdfrQqREGW α≥ であれば、有意に差が認められるとする。 1jY⋅

および 2jY⋅ を間に含む平均値で差が有意でないものがあれば、差が有意でないこ

とが誘導される（not significant by implication）。 )(, rdfrQqREGW α< であれば、

有意な差は認められない。 

（５）（３）に戻る。 

 

 

 

 プログラム PREGWFQ.dprは、上の手順でステップダウン法による多重検定を行うもの

である。このプログラムを実行すると図１のフォームが表示される。 
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図１ 実行開始時のフォーム 

 

 

 

図１のフォームにおいて、「追加」ボタンをクリックするとアクティブなセルの右側に空白

の列が挿入・追加され、入力できる条件数が増える。「削除」ボタンをクリックするとアク

ティブなセルを含む列が削除され、条件数が減る。セルは、そのセルのクリックでアクテ

ィブになる。条件数を必要なだけ用意して平均値などを図２のように設定する。 
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図２ 平均値などの設定 

 

図２では、それぞれの条件における平均値、およびラベルが設定されている。平均値を

算出するのに用いられたデータ数は「Ｎ =」の値として９が設定されている。有意水準α の
値は、「Alpha(%) =」の欄に％単位で設定されている。 errorMS の値は「MSWG =」の欄に

設定されている。設定されたデータは、「保存」ボタンのクリックでファイルに保存するこ

とができる。「保存」ボタンのクリックでファイルに保存されたデータは、「読込」ボタン

のクリックで読み出すことができる。 

 

図２のようにすべての値を設定した後、「計算」ボタンをクリックすると計算が始まる。

「計算」ボタンをクリックすると、計算結果を書き出すファイルの名前の設定を求めるダ

イアログボックスが表示される（図３）。 
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図３ 出力用ファイル名の設定 

 

図３のダイアログボックスにおいて設定された名前のテキストファイルが作成され、計算

結果が書き出される。このテキストファイルに出力された内容は、プログラムの実行終了

後エディタで開いて見ることができる。ファイル名の設定後、「開く」ボタンをクリックす

ると計算が始まる。計算中は、図４のように計算の途中経過を表示するフォームが提示さ

れる。 

 

図４ 計算の途中経過の表示 

 

計算の途中

経過の表示 
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計算が終了すると図５のメッセージボックスが表示される。 

 

図５ 計算の終了時に表示されるメッセージボックス 

 

メッセージボックスには、図３のダイアログボックスで設定した出力用ファイル名がパス

名付で表示されている。「ＯＫ」ボタンのクリックでメッセージボックスは閉じられて、プ

ログラムの実行終了となる。 

 計算終了後の出力ファイルの内容は、図２で設定されている値の場合、リスト１のよう

になっている。 

 

    リスト１ 計算結果の出力例 

データ ＝ 
 
条件  1        Y1           36.7 
条件  2        Y2           48.7 
条件  3        Y3           43.4 
条件  4        Y4           47.2 
条件  5        Y5           40.3 
 
N = 9 
 
MSWG = 29.032 
 
Alpha = 5% 
a     = 5 
nu    = 40 
F     = 2.606    df1 = 4   df2 = 40 
 
F test statistic = 7.5122 
 
The Omnibus F test is Significant. 
 
The REGW FQ procedure started. 
 
After sorting mean values... 
                             my[1] = 36.7 
                             my[5] = 40.3 
                             my[3] = 43.4 
                             my[4] = 47.2 
                             my[2] = 48.7 
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r =  4   q = 3.7907    Alpha = 5% 
r =  3   q = 3.7454    Alpha = 3.0307% 
r =  2   q = 3.418    Alpha = 2.0308% 
 
q statistics 
 
<L,R> = <1,5> --> <<Mean[1],Mean[2]>   q = 6.681  ==> SIG  r = 5 
<L,R> = <1,4> --> <<Mean[1],Mean[4]>   q = 5.846  ==> SIG  r = 4 
<L,R> = <2,5> --> <<Mean[5],Mean[2]>   q = 4.677  ==> SIG  r = 4 
<L,R> = <1,3> --> <<Mean[1],Mean[3]>   q = 3.73  ==> NSIG  r = 3 
<L,R> = <2,4> --> <<Mean[5],Mean[4]>   q = 3.842  ==> SIG  r = 3 
<L,R> = <3,5> --> <<Mean[3],Mean[2]>   q = 2.951  ==> NSIG  r = 3 
<L,R> = <1,2> --> <<Mean[1],Mean[5]>   q = 2.004  ==> NSIGI  r = 2 
<L,R> = <2,3> --> <<Mean[5],Mean[3]>   q = 1.726  ==> NSIGI  r = 2 
<L,R> = <3,4> --> <<Mean[3],Mean[4]>   q = 2.116  ==> NSIGI  r = 2 
<L,R> = <4,5> --> <<Mean[4],Mean[2]>   q = 0.8352  ==> NSIGI  r = 2 

 

リスト１では、先ず図２のフォームにおいて設定された値が出力されている。 

つづいて、 100)( αα => FFP となる値 606.2=αF 、および（１）式により算出された値

5122.7=F が書き出されている。 606.25122.7 =>= αFF なので、omnibus F test にお

いて平均値に有意に差が認められる。 

 Omnibus F test で有意に差が認められたので、ステップダウンによる検定に進む。まず、

平均値が書き出され、続いてステップサイズごとの検定の基準値 )(,1 rdfpQ α− と有意水準 rα

の値が 2,,1 L−= pr の順に出力されている。その後、平均値の差の検定が（２）式の統計

量によってステップサイズ 2,,Lpr = の降順に行われる。差が有意に認められるときは

SIG、有意に差が認められないときは NSIGが記されている。NSIGIは誘導（implication）

によって有意でないことを表すものである。 
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